
『
書経
」
の
「
愛
」
と
『
古
事
記
』
の
「
援
女
」
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て

孫　
　
　
久
　
富

はじ
め
に

　神
話
伝
説
に
登
場
す
る
「
菱
」
と
「
援
女
」
の
本
質
を
究
め
れ
ば
、
両
者
と
も
「
俳
優
」
で
あ
る
。
但
し
祭
祀
儀
礼
が
国
家
行
事
に
変

貌す
る
中
で
、
「
菱
」
と
「
援
女
」
が
果
た
し
た
役
割
に
は
相
似
点
も
あ
れ
ば
相
違
点
も
あ
る
。
本
論
は
「
壁
」
と
「
援
女
」
と
の
関
連
　
　
　
一

性を
究
明
す
る
一
方
、
日
中
両
国
の
文
芸
の
始
発
期
に
お
け
る
相
違
点
を
も
視
野
に
入
れ
て
考
察
し
て
行
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　　
一
、
「
典
楽
」
を
司
る
「
豊
」

　
　
帝日
、
菱
、
命
汝
典
楽
、
教
胃
子
、
直
而
温
、
寛
而
栗
、
剛
而
無
虐
、
簡
而
無
傲
。
詩
言
志
、
歌
昧
言
、
声
依
永
、
律
和
声
、
八
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
一
）

　
　
克
請
、
無
相
奪
倫
、
神
人
以
和
。
菱
日
、
於
。
予
撃
石
拘
石
、
百
獣
率
舞
。

帝
王
の

舜
が臣
下
の
愛
に
「
典
楽
」
を
命
じ
る
時
の
話
で
あ
る
。
文
中
の
「
冑
子
」
は
宮
中
の
貴
族
子
弟
で
、
「
典
楽
」
は
天
神
・
地

祇
・
人
鬼
を
祭
る
儀
式
に
詩
、
歌
、
楽
、
舞
を
行
う
こ
と
、
「
予
撃
石
拘
石
」
は
舞
踊
の
際
に
リ
ズ
ム
を
取
る
こ
と
、
「
百
獣
率
舞
」
は
鳥

獣
に

化け
た
人
々
を
率
い
て
ト
ー
テ
ム
舞
踊
を
行
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
詩
、
歌
、
楽
、
舞
と
い
う
文
芸
様
式
を
以
っ
て
、
宮
中

の

貴
族
子弟
ら
に
「
直
而
温
、
寛
而
栗
、
剛
而
無
虐
、
簡
而
無
傲
」
と
い
う
道
徳
的
人
格
を
持
た
せ
る
よ
う
に
教
育
す
る
の
が
、
舜
の
出

さ
れ
た
「
命
汝
典
楽
」
の
主
旨
で
あ
る
。



『
書経
』
の
「
菱
」
と
『
古
事
記
』
の
「
援
女
」
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て

　同
じ
く
『
書
経
』
に
「
菱
日
夏
撃
鳴
球
・
搏
拘
・
琴
狂
必
、
以
昧
、
祖
考
来
格
。
虞
賓
在
位
、
群
后
徳
譲
。
下
管
叢
鼓
、
合
止
祝
散
、
笙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
二
）

鋪
以間
、
鳥
獣
鎗
踏
、
篇
詔
九
成
、
鳳
鳳
来
儀
」
と
も
記
さ
れ
、
壁
は
典
楽
の
主
催
者
と
し
て
再
び
登
場
し
て
く
る
。
し
か
し
こ
の
饗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
四
）

は
、
『
山
海
経
・
大
荒
東
経
』
に
お
い
て
は
神
獣
・
雷
神
、
『
礼
記
』
に
お
い
て
は
楽
曲
の
創
始
者
と
も
な
っ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
神
話
伝

説中
の
「
菱
」
の
正
体
は
い
っ
た
い
何
で
あ
る
か
を
、
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
菱
」
と
い
う
文
字
の
原
型
は
「
吻
」
或
い
は
「
6
」
で
あ
る
。
『
説
文
』
で
は
「
菱
、
神
魑
也
。
如
龍
、
一
足
、
従
　
、
象
有

角
、
手
、
人
面
之
形
」
と
い
う
よ
う
に
「
菱
」
の
こ
と
を
「
神
魑
」
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
で
は
「
昔
有
乃
氏
生
女
、

髪
而
黒
、
而
甚
美
、
光
可
以
襲
、
名
日
玄
妻
、
楽
正
后
愛
取
之
。
生
伯
封
、
実
有
家
心
、
倉
焚
無
馨
、
分
心
類
無
期
、
謂
之
封
家
。
有
窮
后

　
　
　
　
　
　
（
注
五
）

昇
滅
之
、
蔓
是
以
不
祀
」
と
記
さ
れ
て
「
菱
」
は
部
族
の
首
長
と
な
っ
て
い
る
。
清
の
学
者
王
国
維
は
ト
辞
中
の
「
愛
」
を
「
則
菱
必
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
六
）

般
先祖
之
最
顕
赫
者
、
以
声
類
求
之
、
蓋
即
帝
馨
也
。
」
と
考
証
し
て
い
る
が
、
恐
ら
く
巫
術
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
股
王
朝
に
龍
の
よ
う
　
　
　
一

な
怪
獣
に
象
っ
た
「
菱
」
は
、
人
々
に
恐
怖
感
を
与
え
、
威
嚇
力
を
持
つ
も
の
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
後
に
は
股
と
い
う
宗
族
の
先
祖
　
　
2

「馨
」
に
据
え
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

憂
L
の
近
形
字
に
は
憂
」
が
あ
り
、
そ
の
原
型
は
「
鳥
」
「
4
」
で
あ
る
。
『
説
文
』
で
は
蚕
獣
也
、
百
母
猴
、
似
人
、

従頁
、
巳
、
止
、
欠
其
手
足
」
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
中
国
の
学
者
丁
山
氏
は
「
毛
公
鼎
に
『
欲
我
弗
作
先
王
愛
』
と
あ
り
、
孫
論
譲
が

そ
の
注
釈
で
憂
』
を
『
恵
』
と
解
す
る
が
、
『
恵
』
の
本
体
は
『
憂
』
で
、
古
代
で
は
『
憂
』
が
『
優
』
に
通
ず
る
文
字
だ
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
ヒ
）

『憂
』
は
『
優
』
の
本
字
に
も
な
り
、
古
代
で
は
『
侶
楽
』
を
意
味
す
る
」
と
考
証
し
て
い
る
。
『
説
文
』
に
は
「
優
、
侶
也
」
と
あ
り
、

段
玉
裁
は
そ
の
注
で
「
侶
者
楽
也
、
謂
作
妓
者
、
即
所
謂
俳
優
也
。
」
と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
侶
は
楽
の
こ
と
で
、
侶
楽
を
行
う
人

は

「
妓者
」
と
呼
ば
れ
、
「
俳
優
」
と
も
称
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
『
礼
記
』
に
は
「
今
夫
新
楽
、
進
備
退
傭
、
姦
声
以
濫
、
溺
而
不
止
、

及
優
條儒
、
擾
雑
子
女
、
不
知
父
子
、
楽
終
不
可
以
語
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
俳
優
は
短
駆
の
保
儒
か
ら
な
る
も
の
で
、
婦
人
や
子
供
た

ち
の
間
に
交
じ
っ
て
道
化
役
を
演
じ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
鄭
玄
は
右
の
文
を
「
擾
、
欄
猴
也
。
舞
者
、
言
如
欄
猴
之
戯
、
男
女
之



　
　
　
　
　
　
（
注
八
）

乱
尊卑
、
擾
或
為
優
。
」
と
注
釈
し
て
い
る
。
「
禰
猴
之
戯
」
は
即
ち
「
猴
戯
」
で
、
「
愛
」
と
い
う
文
字
に
は
「
母
猴
」
と
「
侶
優
」
と

い
う
両
義
を
兼
ね
て
い
る
か
ら
、
「
猴
戯
」
は
即
ち
「
侶
優
の
戯
」
で
あ
る
。

　
「
侶
楽
の
戯
」
の
「
戯
」
と
い
う
文
字
を
見
れ
ば
、
そ
の
偏
労
に
「
文
」
が
付
い
て
い
る
。
恐
ら
く
「
戯
」
の
原
始
（
巫
術
や
戦
争
勝
利

の

祈
祷等
）
に
は
「
文
」
の
よ
う
な
武
器
を
持
っ
て
演
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
丁
山
氏
も
ト
辞
「
貞
、
呼
戴
吉
方
」
中
の
「
戴
」

字
に

注
〔
憂
L
の
横
に
同
じ
長
器
と
し
て
の
「
戌
」
（
か
の
ほ
・
、
）
が
謹
い
）
甲
婁
字
に
は
「
濃
」
「
鳶
」
と
い
う
の

があ
り
、
い
ず
れ
も
「
文
」
を
手
に
持
っ
て
舞
踏
す
る
意
味
を
表
す
と
指
摘
し
て
い
る
。
武
器
を
手
に
持
っ
て
舞
踏
す
る
こ
と
に
関
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
十
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
十
こ

は
、
『
釈
名
・
釈
言
語
』
に
「
武
、
舞
也
。
」
と
あ
り
、
『
周
礼
』
に
も
「
教
丘
ハ
舞
、
帥
而
舞
山
川
之
祭
祀
」
と
あ
る
。

　
つ
ま
り
原
始
的
祭
祀
儀
礼
の
場
に
龍
や
猴
な
ど
に
化
け
、
「
侶
優
の
戯
」
を
行
う
俳
優
が
、
呪
力
を
持
ち
且
つ
武
器
で
あ
る
文
を
手
に

し
て
ト
ー
テ
ム
舞
踊
を
行
い
、
そ
れ
を
以
て
四
方
の
神
を
祭
っ
て
い
た
こ
と
は
、
右
の
諸
記
述
に
よ
っ
て
察
せ
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　な
ら
ば
『
書
経
・
尭
典
』
に
登
場
す
る
「
愛
」
は
、
も
と
も
と
民
間
に
行
わ
れ
る
原
始
的
祭
祀
儀
礼
の
場
で
龍
や
猴
な
ど
の
精
霊
に
化
　
　
3

け
て
呪
術
を
施
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
原
始
的
祭
祀
儀
礼
が
国
家
や
王
朝
の
宗
教
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
　
　
一

「侶
楽
」
を
行
う
「
菱
」
は
、
宗
教
行
事
儀
式
の
一
つ
で
あ
る
「
典
楽
」
を
司
る
「
楽
神
」
「
楽
官
」
に
変
貌
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

二
、
「
海
人
部
」
を
率
い
る
「
援
女
」

　
記
紀神
話
の
鎮
魂
祭
に
「
菱
」
ま
た
は
「
愛
」
と
同
じ
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
援
女
君
の
遠
祖
の
天
鋼
女
命
（
記
で
は
天
宇

受
売命
）
で
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
・
第
七
段
に
、

　
　
又援
女
君
遠
祖
天
銅
女
命
、
則
手
持
茅
纏
之
預
、
立
於
天
石
窟
之
前
、
巧
作
俳
優
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ざ
お
き

と
あ
る
。
矛
を
手
に
持
っ
て
歌
舞
す
る
と
い
う
形
式
及
び
そ
の
歌
舞
を
「
俳
優
」
と
称
す
る
点
で
は
、
前
に
考
察
し
た
「
菱
」
（
菱
の
本

「書
経
」
の
「
菱
」
と
『
古
事
記
」
の
「
援
女
」
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て



『書
経
』
の
「
菱
」
と
『
古
事
記
』
の
「
援
女
」
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て

源
が
俳
優
で
あ
る
）
や
「
憂
」
（
條
儒
に
よ
る
猴
戯
）
と
一
致
し
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
侶
優
は
短
躯
の
株
儒
で
あ
る
点
に
関
し
て
も
『
日

本
書
紀
』
の
、

　
　大
進
保
儒
侶
優
、
為
燗
漫
之
楽
、
設
奇
偉
之
戯
、
縦
靡
々
之
声
。
（
「
武
烈
紀
」
）

　
　選
所
部
百
姓
之
能
歌
男
女
、
及
保
儒
伎
人
而
貢
上
。
（
「
天
武
天
皇
下
・
四
年
二
月
」
）

等
の
記
載
を
見
れ
ば
、
そ
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
天
鉗
女
命
を
遠
祖
と
す
る
援
女
君
の
名
に
あ
る
「
援
」
と
い
う
文
字
よ
り

推断
す
れ
ば
、
援
女
君
の
性
質
も
恐
ら
く
「
猴
戯
」
を
演
じ
る
「
侶
優
」
の
「
愛
」
（
本
義
は
母
猴
）
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
三
隅
治
雄
氏

は
「
天
鋼
女
命
の
く
さ
ぐ
さ
の
行
動
は
、
け
っ
し
て
架
空
の
話
で
は
な
く
猿
女
氏
歴
代
の
巫
女
が
実
際
に
行
な
っ
た
呪
術
作
法
の
反
映
と

　
（
注
十
二
）

み

て
よ
い
」
と
、
援
女
の
こ
と
を
巫
女
と
見
な
し
て
い
る
。
援
女
氏
の
一
族
で
あ
る
援
田
毘
古
之
男
神
、
援
田
彦
神
、
猴
田
彦
神
ら
の
名

称
に

つ
い

て
は
、
先
学
が
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
証
さ
れ
て
い
る
。
坂
本
太
郎
氏
や
家
長
三
郎
氏
が
校
注
す
る
『
日
本
書
紀
』
（
岩
波
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
る
　
　
た

書
店
）
で
は
「
援
田
」
を
「
神
稲
の
田
」
の
意
に
解
釈
し
、
新
潮
古
典
集
成
『
古
事
記
』
で
は
「
日
神
の
使
い
の
猿
が
守
る
神
田
の
男
性
　
　
4

だ
」
と
注
釈
し
て
い
る
・
そ
の
他
に
・
「
援
田
」
を
地
名
「
竃
ユ
」
の
転
だ
と
す
る
次
離
辱
猿
田
彦
神
を
「
境
界
神
」
と
す
る
井
　
一

（注十
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
十
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
十
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
十
七
）

手
至
氏
、
伊
勢
の
漁
携
神
と
す
る
松
村
武
雄
氏
、
太
陽
神
と
す
る
松
前
健
氏
、
海
辺
の
神
と
す
る
川
副
武
胤
氏
、
海
神
と
す
る
三
品
彰
英

（注
十八
）

氏
の
考
証
は
あ
る
が
、
定
説
は
ま
だ
な
い
。
但
し
、
先
行
研
究
の
中
に
特
に
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
西
郷
信
綱
氏
の
考
証
で
あ
る
。
氏
は

「
稗田
阿
礼
」
と
い
う
論
文
の
中
で
、
天
鋼
女
命
の
俳
優
と
の
関
係
及
び
猴
田
彦
の
容
貌
と
伎
楽
面
と
の
関
連
性
な
ど
を
考
察
し
て
、
「
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
十
九
）

ル

」を
「
猿
楽
の
サ
ル
」
（
戯
る
）
の
意
味
に
解
し
て
い
る
。
ま
さ
に
示
唆
に
富
む
考
証
で
あ
る
。
「
猿
楽
」
と
関
連
し
て
『
日
本
書
紀
』

の

補
注
では
、
天
の
石
窟
戸
の
前
で
俳
優
を
な
し
た
天
鍋
女
命
の
後
商
「
援
女
」
の
こ
と
を
「
朝
廷
の
祭
祀
、
特
に
鎮
魂
の
儀
に
楽
舞
を

奉
仕す
る
女
性
猿
女
を
世
襲
的
に
貢
上
す
る
氏
。
紀
に
は
他
に
見
え
な
い
が
、
古
語
拾
遺
に
『
猿
女
君
氏
、
供
神
楽
之
事
』
と
あ
り
、
延

喜
四時
祭
式
、
鎮
魂
祭
条
や
西
宮
記
に
縫
殿
寮
が
猿
女
を
率
い
て
奉
仕
す
る
こ
と
が
見
え
る
。
延
喜
式
・
皇
太
神
宮
儀
式
帳
・
西
宮
記
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
二
十
）

ど
に
は
、
鎮
魂
祭
に
縫
殿
寮
の
官
人
が
猿
女
・
歌
女
ら
を
率
い
て
楽
舞
を
奉
仕
す
る
こ
と
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る



が
、
別
伝
（
一
書
の
二
）
に
よ
れ
ば
、
「
援
女
の
君
」
は
本
来
は
女
子
の
職
名
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
祭
祀
や
鎮
魂
の
際
に
「
援
」
に
扮
し

て

呪術
の
歌
舞
を
行
う
巫
女
が
朝
廷
に
授
け
ら
れ
た
姓
と
し
て
「
援
女
の
君
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
祭
祀
や
鎮
魂
祭
に

行わ
れ
る
呪
術
の
歌
舞
は
「
俳
優
」
と
称
さ
れ
る
が
た
め
に
、
「
援
女
の
君
」
は
「
俳
優
者
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　な
ら
ば
、
日
本
の
神
話
伝
説
に
登
場
す
る
「
援
女
」
及
び
そ
の
遠
祖
の
「
天
鋼
女
命
」
は
、
い
ず
れ
も
中
国
古
代
の
龍
や
猴
に
化
け
て

呪
術を
施
す
「
侶
楽
」
か
ら
「
楽
神
」
「
典
楽
官
」
に
昇
格
し
た
「
愛
」
に
相
当
す
る
よ
う
な
存
在
だ
と
思
わ
れ
る
。
但
し
『
日
本
書
紀
』

神
代
下
の第
十
段
に
あ
る
、

　
　
時
海神
授
鉤
彦
火
火
出
見
尊
、
因
教
日
、
還
兄
鉤
時
、
天
孫
則
當
言
、
汝
生
子
八
十
連
属
之
商
、
貧
鉤
・
陳
陳
貧
鉤
。
言
チ
6
6
、
三
下

　
　
唾
與之
。
又
兄
入
海
釣
時
、
天
孫
宜
在
海
濱
、
以
作
風
招
。
風
招
即
哺
也
。
如
此
則
吾
起
滅
風
邊
風
、
以
奔
波
溺
悩
。
火
折
尊
帰

　
　来、
具
遵
神
教
。
至
及
兄
釣
之
日
、
弟
居
濱
而
哺
之
。
時
迅
風
忽
起
。
兄
則
溺
苦
。
無
由
可
生
。
便
遙
請
弟
日
、
汝
久
居
海
原
。
必
　
　
　
一

　
　
有
善術
。
願
以
救
之
。
若
活
我
者
、
吾
生
児
八
十
連
属
、
不
離
汝
之
垣
邊
、
當
為
俳
優
之
民
也
。
於
是
弟
哺
已
停
、
而
風
亦
還
息
。
　
　
5

　
　故
兄
知
弟
徳
、
欲
自
伏
睾
。
而
弟
有
榴
色
、
不
與
共
言
。
於
是
、
兄
著
憤
鼻
、
以
緒
塗
掌
塗
面
、
告
其
弟
日
、
吾
汚
身
如
此
。
永
為
　
　
　
一

　
　汝
俳
優
者
。

と
い
う
記
載
を
見
れ
ば
、
日
本
古
代
神
話
に
登
場
す
る
「
俳
優
」
は
、
股
の
時
代
の
「
侶
楽
」
ま
た
は
祭
祀
儀
礼
の
場
に
活
躍
し
た
「
巫

祝
」
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
地
位
と
身
分
は
か
な
り
低
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
「
俳
優
」
の
正
体
が
、
相
磯
禎
三
氏
が
分
析
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
二
十
一
）

よ
う
に
「
西
方
近
海
岸
に
移
住
し
、
流
浪
し
て
い
た
漁
民
」
で
あ
っ
た
の
と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　
『
日
本
書
紀
』
中
の
「
俳
優
」
と
職
業
を
同
じ
く
し
て
い
る
の
は
、
『
古
事
記
』
に
登
場
す
る
「
海
人
部
」
と
い
う
邑
落
民
か
ら
分
化
し

た

職業
集
団
で
あ
る
。
こ
の
「
海
人
部
」
が
語
り
伝
え
る
「
神
語
歌
」
と
「
天
語
歌
」
は
、
『
古
事
記
』
に
併
せ
て
八
首
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
の
二
首
を
例
示
す
る
と
、

　　
八
千
矛
の
　
神
の
命
は
　
八
島
国
　
妻
求
ぎ
か
ね
て
　
遠
遠
し
　
高
志
の
国
に
　
賢
し
女
を
　
有
り
と
聞
か
し
て
　
麗
し
女
を
　
有

『
書経
』
の
「
菱
」
と
『
古
事
記
」
の
「
援
女
」
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て



『
書経
』
の
「
憂
」
と
『
古
事
記
』
の
「
援
女
」
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て

　
　り
と
聞
こ
し
て
　
さ
婚
ひ
に
　
在
り
立
た
し
　
婚
ひ
に
　
在
り
通
は
せ
　
太
刀
が
緒
も
　
ま
だ
解
か
ず
て
　
襲
を
も
　
い
ま
だ
解
か

　
　
ね

　
嬢子
の
　
寝
す
や
板
戸
を
　
押
そ
ぶ
ら
ひ
　
吾
が
立
た
せ
れ
ば
　
引
こ
づ
ら
ひ
　
吾
が
立
た
せ
れ
ば
　
青
山
に
　
鶴
は
鳴
き
ぬ

　
　
　さ
野
つ
鳥
椎
は
響
む
庭
つ
鳥
鶏
は
鳴
く
慨
た
く
も
鳴
く
な
る
鳥
か
　
こ
の
鳥
も
打
ち
止
め
こ
せ
ね
　
い
し
た
ふ
や

　
　
　天
馳
使
　
事
の
語
言
も
　
此
を
ば
　
（
記
・
二
）

　
　
八千
矛
の
　
神
の
命
萎
草
の
　
女
に
し
あ
れ
ば
　
吾
が
心
浦
渚
の
鳥
ぞ
　
今
こ
そ
は
　
吾
鳥
に
あ
ら
め
　
後
は
汝
鳥
に
あ
ら

　
　
む
を
　
命
は
　
勿
死
せ
た
ま
ひ
そ
　
い
し
た
ふ
や
　
天
馳
使
事
の
語
言
も
　
此
を
ば
　
（
記
・
三
）

大
国
主
命
が
高
志
国
の
沼
河
比
売
と
の
婚
ひ
を
求
め
る
際
に
行
っ
た
歌
の
掛
け
合
い
で
あ
る
が
、
こ
の
二
首
の
歌
に
対
す
る
相
磯
禎
三
氏

（
注
二
十
二
）

の

解釈
に
、
次
の
よ
う
な
三
点
が
注
目
さ
れ
た
い
。
即
ち
、

　①
大
国
主
命
の
別
名
「
八
千
矛
の
神
の
命
」
に
つ
い
て
、
八
千
矛
の
「
矛
」
は
文
．
棒
．
鉾
の
こ
と
で
、
諸
刃
の
剣
に
長
い
柄
が
あ
　
　
　
一

　
　る
、
槍
に
似
た
武
器
で
、
こ
の
神
の
名
義
は
、
武
器
を
沢
山
に
有
し
て
い
る
強
い
神
の
意
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
実
は
も
っ
　
　
6

　
　と他
の
意
味
で
あ
る
ら
し
い
。
即
ち
、
「
矛
」
は
垂
仁
天
皇
の
条
に
見
え
る
「
蓮
八
蓮
矛
八
矛
」
等
と
あ
る
「
矛
」
で
、
単
な
る
武
　
　
　
一

　
　
器
で
は
な
く
て
、
神
事
に
関
す
る
「
棒
」
の
こ
と
で
、
戦
陣
に
お
い
て
も
こ
の
「
棒
」
で
呪
力
を
行
使
し
て
敵
を
降
伏
せ
し
め
る
か

　
　ら
、
武
器
の
よ
う
に
考
が
移
っ
て
来
た
こ
と
。

　
②

「神
の
命
」
の
「
み
こ
と
」
の
原
意
は
「
御
言
持
者
」
で
、
そ
れ
が
省
略
さ
れ
た
も
の
。
天
つ
神
の
御
言
を
代
行
せ
ら
れ
る
方
で
、

　
　
至
尊
に
用
い
ら
れ
る
の
が
正
常
で
あ
る
が
、
広
く
転
用
さ
れ
も
し
た
も
の
。

　
③
天
馳使
の
「
馳
使
」
は
走
り
使
の
意
で
、
馳
使
部
・
杖
部
・
丈
部
の
こ
と
で
あ
る
。
「
は
せ
つ
か
ひ
べ
」
、
又
略
し
て
「
は
せ
べ
」
等

　
　と
読
む
。
こ
れ
は
古
昔
、
馳
使
、
即
ち
、
後
世
の
飛
脚
の
如
く
走
り
回
る
使
を
す
る
部
曲
が
あ
っ
て
、
杖
を
つ
い
て
い
る
と
い
う
の

　
　で
、
「
杖
（
丈
は
、
杖
の
略
字
）
の
字
を
当
て
た
の
で
あ
る
。
「
玉
梓
の
使
」
と
い
う
語
も
や
は
り
こ
こ
に
胚
胎
し
て
い
る
。
馳
使
の

　
　し
る
し
に
梓
の
枝
を
杖
に
つ
い
て
歩
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
馳
使
の
中
に
天
馳
使
と
い
う
の
が
あ
る
。
「
天
」
は
、
後
出
の
「
天



　
　
語歌
」
の
「
あ
ま
」
で
「
海
部
」
「
海
人
部
」
と
書
く
の
で
あ
る
。
海
部
で
あ
っ
て
、
同
時
に
馳
使
部
で
あ
る
部
曲
民
を
い
う
の
で

　
　
あ
る
。

　ま
ず
大
国
主
命
の
別
名
の
問
題
で
あ
る
が
、
八
千
矛
の
「
矛
」
は
武
器
と
い
う
意
味
の
ほ
か
に
、
神
事
に
用
い
ら
れ
る
「
棒
」
で
あ
る

と
も
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
呪
力
を
持
つ
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
「
八
千
矛
」
は
恐
ら
く
中
国
古
代
伝
説
中
の
「
文
」
を
持
っ
て
舞
踊
す
る

「菱
」
と
同
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
「
神
の
命
」
の
原
意
で
あ
る
「
御
言
持
者
」
即
ち
「
天
つ
神
の
御
言
を
代
行
せ
ら
れ
る
方
」

から
見
て
も
、
八
千
矛
の
旦
ハ
有
す
る
シ
ャ
ー
マ
ン
的
性
質
が
明
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
祭
祀
儀
礼
の
場
に
お
い
て
は
、
伝
説
中
の
神
が
祖
先

神
と
見
な
さ
れ
る
と
同
時
に
、
天
の
意
志
を
代
行
す
る
役
目
を
も
果
た
す
も
の
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
現
象
は
人

神
不
可
分
の
原
始
社
会
に
普
遍
的
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
、
中
国
古
代
伝
説
中
の
帝
俊
、
帝
舜
、
帝
馨
、
菱
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
よ
う

な
人
物
で
あ
る
。
従
っ
て
、
日
本
古
代
神
話
中
の
大
国
主
の
神
は
、
そ
の
別
名
「
八
千
矛
の
神
の
命
」
（
呪
力
を
持
つ
矛
を
手
に
神
の
御
三
ロ
　
　
一

持
ち
）
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
や
は
り
「
神
」
と
「
巫
」
と
い
う
二
つ
の
性
質
を
具
え
た
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　　
　
三
、
「
愛
」
と
「
援
女
」
の
相
違

　
「
菱
」
と
「
援
女
」
と
の
関
連
及
び
そ
の
共
通
点
に
つ
い
て
は
右
の
よ
う
に
考
察
し
て
き
た
が
、
次
に
両
者
の
役
目
に
お
け
る
相
違
点
、

そ
の
相
違
点
よ
り
覗
か
せ
る
日
中
両
国
の
文
芸
観
の
相
違
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　ま
ず
壁
が
司
る
「
典
楽
」
の
目
的
は
、
『
書
経
・
尭
典
』
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
貴
族
子
弟
の
人
格
教
育
と
「
神
人
以
和
」
を
図
る
こ

と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
祭
祀
儀
礼
の
場
で
打
ち
出
さ
れ
た
「
詩
言
志
」
と
い
う
観
念
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
天
・
地
・
自
然
」
に
宿
る
神

霊
に

対す
る
「
人
間
」
の
認
識
及
び
「
神
霊
」
を
崇
め
る
心
情
を
、
詩
と
い
う
形
を
以
て
表
現
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
詩
の
果
た
す
役
割

と
さ
れ
る
「
神
人
以
和
」
は
、
即
ち
祭
祀
の
場
で
詩
の
歌
唱
及
び
そ
れ
を
伴
う
歌
舞
を
通
し
て
「
神
霊
」
と
「
人
間
」
と
の
意
志
疎
通
や

調和
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
詩
（
楽
詞
）
と
楽
舞
を
以
て
「
神
霊
」
や
「
始
祖
」
を
祭
る
儀
式
は
、
即
ち
「
禮
」
の
始
ま
り

『
書経
』
の
「
愛
」
と
『
古
事
記
」
の
「
援
女
」
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て



『書
経
』
の
「
愛
」
と
『
古
事
記
』
の
「
援
女
」
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て

で
あ
る
。
『
説
文
』
で
は
「
禮
」
と
い
う
文
字
を
「
禮
、
履
也
、
所
以
事
神
致
福
也
、
杁
示
杁
豊
、
豊
亦
声
。
而
示
神
事
也
。
豊
、
行
禮

之
器也
。
杁
豆
、
象
形
。
豆
、
古
食
肉
器
也
」
と
説
明
し
て
い
る
。
「
履
」
の
原
義
は
「
踏
」
「
踊
」
で
あ
る
か
ら
、
祭
祀
の
際
に
行
う
舞

踊
の
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
。
『
詩
経
・
大
雅
・
生
民
』
に
「
蕨
初
生
民
、
時
維
姜
姫
。
生
民
如
何
、
克
種
克
祀
、
以
弗
無
子
。
履
帝
武

敏散
。
仮
介
枚
止
。
載
震
載
夙
。
載
生
載
育
、
時
維
后
幌
」
と
あ
っ
て
、
後
榎
の
母
で
あ
る
姜
鯨
が
天
の
神
霊
を
奉
る
祭
祀
儀
礼
の
際

に
、
祓
い
と
幸
福
を
翼
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
踊
る
神
　
の
後
ろ
に
つ
き
、
神
F
の
足
跡
を
踏
み
な
が
ら
舞
踊
し
た
た
め
に
、
妊
娠

し
て
周
の
祖
先
後
幌
を
生
み
だ
し
た
経
緯
を
謳
っ
て
い
る
。
『
呂
氏
春
秋
・
古
楽
』
に
も
「
昔
葛
天
氏
之
楽
、
三
人
操
牛
尾
、
投
足
以
歌

八関
。
一
日
《
載
民
》
、
二
日
《
玄
鳥
》
、
三
日
《
遂
草
木
》
、
四
日
《
奮
五
穀
》
、
五
日
《
敬
天
常
》
、
六
日
《
建
帝
功
》
、
七
日
《
以
地

　
　
　
　
　
　
　
（
注
二
十
三
）

徳
》
、
八
日
《
総
禽
獣
之
極
》
」
と
、
祭
祀
儀
礼
の
場
に
お
け
る
歌
舞
の
光
景
が
記
さ
れ
て
い
る
。
コ
ニ
人
操
牛
尾
」
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
舞
踊
）
で
、
「
投
足
以
歌
八
関
」
は
、
即
ち
踊
り
な
が
ら
古
歌
謡
や
頒
詩
を
唱
う
意
味
で
あ
る
。
か
か
る
祭
祀
　
　
　
一

活動
の
場
に
お
け
る
舞
踊
と
歌
唱
は
、
ほ
か
で
も
な
く
鬼
神
の
降
臨
、
先
祖
へ
の
称
賛
、
神
霊
の
保
護
、
邪
気
祓
い
、
戦
争
の
勝
利
、
風
　
　
8

順雨
調
へ
の
希
求
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
禮
」
と
い
う
文
字
は
、
神
に
鶉
え
て
福
を
招
く
た
め
に
呪
力
の
あ
る
　
　
一

舞踊
を
行
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
「
示
」
（
石
の
つ
く
え
）
に
「
豆
」
と
い
う
器
を
置
き
、
そ
の
コ
豆
」
に
供
え
物
を
入
れ
て
神

に

捧げ
る
と
い
う
意
味
も
表
し
て
い
る
。
こ
の
「
禮
」
と
い
う
儀
式
を
司
る
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
神
霊
の
世
界
と
人
間
の
世
界
の
「
媒
介

者
」
、
即
ち
歌
舞
を
以
て
神
を
祭
り
、
神
と
人
間
と
の
意
志
疎
通
を
図
る
「
菱
」
の
よ
う
な
「
楽
官
」
で
あ
り
、
呪
術
を
施
す
こ
と
に

よ
っ
て
神
の
意
志
を
代
行
す
る
「
巫
」
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）
で
あ
る
。
「
巫
」
と
い
う
字
に
つ
い
て
、
『
説
文
』
で
は
「
巫
、
祝
也
。
女
能
事

無形
、
以
舞
降
神
者
也
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
巫
」
は
「
祝
」
で
、
女
が
能
く
無
形
（
目
に
見
え
な
い
神
霊
）
に
事
え
、
舞
を

以
て

神を
降
臨
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
神
を
降
臨
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
女
の
「
巫
」
だ
け
で
な
く
男
の
「
蜆
」
も
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
二
十
四
）

る
。
『
国
語
・
楚
語
下
』
に
「
在
男
日
蜆
、
在
女
日
巫
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
股
の
時
代
に
お
い
て
「
巫
蜆
」
は
、
「
巫
威
」
「
巫
祝
」
「
巫

師
」
と
も
称
さ
れ
、
祭
祀
儀
礼
の
主
役
で
あ
る
。
雨
乞
い
、
邪
気
払
い
、
喫
ぎ
、
五
穀
豊
穣
の
祈
り
、
遷
都
や
戦
争
の
可
否
を
判
断
す
る



占
い
な
ど
、
す
べ
て
こ
の
「
巫
蜆
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
つ
ま
り
「
巫
硯
」
は
、
巫
術
、
呪
語
、
舞
踊
な
ど
を
通
し
て
人
間
の
願
望
と

祈
祷
を
神
霊
に
伝
え
、
ま
た
神
霊
の
意
志
を
人
間
に
伝
え
る
役
目
を
担
っ
て
い
る
。

　
股
王
朝
に

盛
ん
に

行な
わ
れ
た
「
敬
鬼
神
」
と
い
う
祭
祀
活
動
は
、
そ
の
後
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
次
第
に
細
分
化
さ
れ
、

国
家
の
「
礼
楽
制
度
」
へ
と
変
貌
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
　
夫祀
、
国
之
大
節
也
。
而
節
、
政
之
所
成
也
、
故
慎
制
祀
以
為
国
典
。
…
…
夫
聖
王
之
制
祀
也
、
法
施
工
」
民
則
祀
之
、
以
死
勤
事
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
二
十
五
）

　
　
祀之
、
以
労
定
国
則
祀
之
、
能
禦
大
災
則
祀
之
、
能
桿
大
患
則
祀
之
。

　
　
大楽
與
天
地
同
和
、
大
禮
與
天
地
同
節
。
和
故
百
物
不
失
、
節
故
祀
天
祭
地
。
明
則
有
禮
楽
、
幽
則
有
鬼
神
。
如
此
、
則
四
海
之

　
　
　
　
　
（
注
二
十
⊥
ハ
）

　
　内
、
合
敬
同
愛
　
。

つま
り
祭
祀
儀
礼
と
礼
楽
は
「
国
之
大
節
」
で
、
「
国
典
」
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
る
。
そ
の
礼
楽
は
天
地
と
和
合
し
、
天
地
と
節
を
同
　
　
　
一

じ
く
す
る
が
故
に
万
物
は
栄
え
、
礼
楽
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
が
故
に
人
々
は
敬
愛
し
あ
う
わ
け
で
あ
る
。
祭
祀
儀
礼
と
礼
楽
は
国
家
政
治
の
　
　
9

中
で
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
た
め
に
、
そ
の
形
式
も
祭
祀
の
性
質
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
凡締
、
郊
、
祖
、
宗
、
報
、
此
五
者
国
之
典
祀
也
。
加
之
以
社
幌
山
川
之
神
、
皆
有
功
烈
干
民
者
也
、
及
前
哲
令
徳
之
人
、
所
以
為

　
　明
質
也
。
及
天
之
三
辰
、
民
所
以
謄
仰
也
。
及
地
之
五
行
、
所
以
生
殖
也
。
及
九
州
名
山
川
澤
、
所
以
出
財
用
也
。
非
是
不
在
祀

　
　
（
注
二
十
七
）

　
　
典
。

　
　
以楽
徳
教
国
子
、
中
、
和
、
祇
、
庸
、
孝
、
友
。
以
楽
語
教
国
子
、
興
、
道
、
調
、
頒
、
言
、
語
。
以
楽
舞
教
国
子
、
舞
「
雲
門
」
、

　　
「
大
巻
」
、
「
大
威
」
、
「
大
磐
」
、
「
大
夏
」
、
「
大
漫
」
、
「
大
武
」
。
以
六
律
、
六
同
、
五
声
、
八
音
、
六
舞
大
合
楽
、
以
致
鬼
神
示
、
以

　
　和
邦
国
、
以
譜
万
民
、
以
安
賓
客
、
以
説
遠
人
、
以
作
動
物
。
乃
分
楽
而
序
之
、
以
祭
、
以
享
、
以
祀
。
乃
奏
黄
鐘
、
歌
大
呂
、
舞

　　
「
雲
門
」
、
以
祀
天
神
。
乃
奏
大
族
、
歌
応
鐘
、
舞
「
威
池
」
、
以
祭
地
示
。
乃
奏
姑
洗
、
歌
南
呂
、
舞
「
大
磐
」
、
以
祀
四
望
。
乃
奏

　
　
菱賓
歌
函
鐘
、
舞
「
大
夏
」
、
以
祭
山
川
。
乃
奏
夷
則
、
歌
小
呂
、
舞
「
大
獲
」
、
以
享
先
批
。
乃
奏
無
射
、
歌
夫
鐘
、
舞
「
大
武
」
、

『
書経
」
の
「
菱
」
と
『
古
事
記
』
の
「
援
女
」
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て



『
書経
』
の
「
菱
」
と
『
古
事
記
」
の
「
援
女
」
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て

　
　
（
注
二
十
八
）

　
　
以
享
先祖
。

か

か
る
祭
祀
儀
礼
の
変
貌
と
定
形
化
に
よ
っ
て
、
も
と
も
と
天
帝
や
神
霊
と
の
意
志
疎
通
を
図
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
の
「
巫
蜆
」

の

歌舞
は
、
後
の
礼
楽
歌
舞
に
発
展
し
、
礼
楽
歌
舞
を
行
い
ま
た
そ
れ
を
司
る
も
の
も
「
壁
」
の
よ
う
な
「
典
楽
官
」
に
昇
格
し
、
神
霊

を
招
く
際
に
発
せ
ら
れ
る
呪
的
歌
謡
も
、
後
の
「
雅
詩
」
「
頒
詩
」
に
変
貌
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　な
お
「
菱
」
や
「
巫
祝
」
が
司
る
「
典
楽
」
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
『
書
経
・
尭
典
』
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
詳
細
を
知

り
か
ね
る
が
、
『
詩
経
・
商
頒
・
那
』
等
の
作
品
よ
り
、
そ
の
面
影
を
彷
彿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
椅
与
那
与！
置
我
銚
鼓
。
奏
鼓
簡
簡
、
桁
我
烈
祖
。
湯
孫
奏
假
、
緩
我
思
成
。
銚
鼓
淵
淵
。
嘩
噂
管
声
。
既
和
且
平
、
依
我
磐
声
。

　
　於
赫
湯
孫
！
穆
穆
願
声
。
庸
鼓
有
教
。
万
舞
有
変
。
我
有
嘉
客
、
亦
不
夷
澤
。
自
古
在
昔
、
先
民
有
作
。
温
恭
朝
夕
、
執
事
有
恪
。

　
　顧予
蒸
嘗
、
湯
孫
之
将
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

股商
の
初
代
目
の
君
主
・
湯
を
祭
る
際
に
唱
え
ら
れ
る
頒
詩
「
那
」
で
あ
る
。
祭
祀
の
場
面
と
雰
囲
気
を
再
現
し
て
い
る
。
太
鼓
や
笙
の
　
　
1
0

演
奏
に
さ
ま
ざ
ま
な
舞
踊
が
披
露
さ
れ
、
賓
客
を
招
い
て
、
先
祖
の
湯
を
祭
る
。
湯
の
創
業
の
功
績
を
称
え
て
、
そ
の
神
霊
に
平
安
と
幸
　
　
　
一

福を
祈
祷
す
る
。
祭
祀
の
際
に
演
じ
る
典
楽
と
舞
踊
を
司
る
の
は
、
巫
祝
で
あ
る
。
つ
ま
り
般
商
時
代
に
、
詩
、
楽
、
舞
と
い
う
文
芸
様

式
が祭
祀
儀
礼
の
形
式
と
し
て
既
に
定
着
し
、
そ
し
て
祭
祀
の
場
に
、
神
霊
や
祖
先
に
対
す
る
称
賛
を
通
し
て
願
う
こ
と
の
成
就
を
祈
薦

す
る
意
味
に
お
い
て
、
詩
、
楽
、
舞
と
い
う
三
者
一
体
の
文
芸
様
式
は
、
そ
の
始
発
期
に
、
既
に
政
治
的
、
実
用
的
、
功
利
的
な
色
彩
を

帯び
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
中
国
の
「
頒
祖
詩
」
に
登
場
す
る
祖
先
神
、
ま
た
は
典
楽
を
司
っ
て
「
冑
子
教
育
」
の
役
を
担
う
「
菱
」
に
比
べ
れ
ば
、
記
紀

歌
謡
に

詠ま
れ
る
八
千
矛
の
神
の
命
は
、
歌
に
よ
っ
て
称
賛
さ
れ
る
対
象
或
い
は
神
婚
祭
を
司
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
婚
ひ
の
当
事

者と
し
て
歌
謡
に
登
場
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
神
と
し
て
の
神
聖
さ
や
権
威
性
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
通
い
婚
に
お
け
る
男
性

の
リ
ア
ル
な
姿
が
あ
り
あ
り
と
描
か
れ
て
、
人
間
味
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。



　
八
千矛
の
神
の
命
の
婚
ひ
を
求
あ
る
一
部
始
終
及
び
婚
ひ
の
相
手
と
し
て
の
沼
河
比
売
の
応
答
、
そ
し
て
沼
河
比
売
を
婚
は
む
こ
と
で

惹き
起
こ
さ
れ
る
須
勢
理
売
皇
后
と
の
葛
藤
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
歌
謡
の
結
び
に
登
場
す
る
「
天
馳
使
」
に
よ
っ
て
物
語
風
に
語
ら
れ

て
い
る
。
な
ら
ば
、
こ
の
「
天
馳
使
」
も
、
本
来
『
書
経
・
尭
典
』
に
出
て
く
る
「
菱
」
と
同
じ
役
割
を
果
た
す
も
の
と
見
な
す
こ
と
も

でき
な
く
は
な
い
。
但
し
「
天
馳
使
」
に
つ
い
て
の
従
来
の
解
釈
を
見
る
と
、
「
天
馳
使
」
は
必
ず
し
も
そ
の
文
字
に
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
「
天
神
を
代
行
し
ま
た
天
神
の
意
志
を
語
り
伝
え
る
使
者
」
と
い
う
意
味
の
み
に
受
け
止
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
相
磯
禎
三
氏

は

「
天
馳使
」
の
性
質
を
、
①
「
天
馳
使
」
は
も
と
も
と
海
人
の
部
族
で
、
日
本
列
島
の
西
方
に
移
住
し
流
浪
し
て
い
た
漁
民
で
あ
っ
た

こ
と
。
②
海
部
を
率
い
て
海
人
部
を
宰
領
し
た
の
は
、
天
孫
降
臨
の
響
導
に
務
め
た
援
女
君
で
あ
る
。
③
宮
廷
の
祭
祀
を
司
る
援
女
君
は

こ
と
ほ
ぎ
の
護
詞
を
持
ち
占
ひ
や
祓
へ
の
詞
章
を
有
す
る
海
人
部
の
民
を
宮
廷
の
祭
祀
儀
礼
に
召
し
、
「
神
語
」
と
「
天
語
歌
」
を
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
注
二
十
九
）

化し
て
語
っ
て
い
た
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
三
点
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
歌
物
語
を
語
り
伝
え
る
「
天
馳
使
」
（
海
人
部
．
部
曲
民
）
は
、
　
　
　
一

日
本
本
土
の
民
間
に
行
わ
れ
る
原
始
的
祭
祀
活
動
及
び
土
着
的
宗
教
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
列
島
の
西
方
近
海
岸
に
移
住
し
　
　
1
1

て来
た
漁
民
の
芸
能
集
団
で
あ
る
。
そ
の
芸
能
集
団
を
率
い
る
援
女
君
は
、
天
孫
（
神
話
の
研
究
で
は
日
本
列
島
以
外
の
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
　
　
一

て来
た
神
と
視
さ
れ
て
い
る
）
の
響
導
に
務
め
た
以
上
、
天
孫
に
先
だ
っ
て
日
本
列
島
以
外
の
場
所
か
ら
渡
来
し
た
も
の
だ
と
い
う
可
能

性も
否
め
な
い
。
そ
れ
は
前
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
典
楽
を
司
る
「
壁
」
が
も
と
も
と
猴
に
化
け
て
舞
踊
す
る
「
侶
楽
」
で
、
「
饗
」
の

本
字
は
「
意
」
で
、
「
恵
」
は
「
憂
」
と
「
優
」
に
通
じ
、
即
ち
「
俳
優
」
で
あ
る
点
が
、
日
本
古
代
に
お
け
る
部
曲
民
と
し
て
の
「
俳

優
」
（
海
人
部
）
を
宰
領
し
、
宮
廷
の
祭
祀
を
司
る
「
援
女
君
」
と
共
通
性
を
持
つ
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
日
本
古
代
文

化
の
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
中
国
江
南
地
方
の
呉
、
越
に
は
、
祭
祀
儀
礼
の
場
で
歌
や
舞
踊
を
提
供
す
る
芸
能
の
集
団
（
憧
子
・
賛
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
三
十
）

歌手
な
ど
と
称
さ
れ
る
）
が
か
つ
て
広
く
存
在
し
て
い
た
事
実
も
注
目
さ
れ
た
い
。
少
な
く
と
も
「
海
人
部
」
を
率
い
る
「
援
女
君
」
は
、

日
本
列
島
の
内
と
外
の
境
界
線
を
自
由
に
行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
物
だ
と
推
測
し
得
る
。

　
こ
の
日
本
列
島
に
移
住
し
て
き
た
「
援
女
君
」
に
比
べ
て
、
股
の
先
祖
と
礼
楽
官
を
兼
ね
た
「
愛
」
は
、
外
部
よ
り
移
住
し
て
き
た
も

『書
経
』
の
「
菱
」
と
『
古
事
記
』
の
「
援
女
」
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て



『書
経
」
の
「
憂
」
と
『
古
事
記
』
の
「
援
女
」
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て

の

で
は
な
く
、
股
と
い
う
宗
族
ま
た
そ
の
宗
族
の
間
に
流
行
っ
て
い
た
原
始
的
祭
祀
行
事
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
土
着
的

シ

ャ

ー
マ
ン
の
性
質
を
持
つ
「
愛
」
は
、
原
始
的
祭
祀
儀
礼
に
「
侶
楽
」
を
行
う
も
の
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
し
、
原
始

的
祭
祀
儀
礼
が
国
家
的
祭
祀
儀
礼
に
移
り
変
わ
っ
て
か
ら
、
「
菱
」
は
ま
た
宮
廷
の
「
典
楽
官
」
に
変
貌
し
て
活
躍
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
『
書
経
・
尭
典
』
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
典
楽
を
司
る
「
菱
」
が
、
宮
廷
儀
礼
の
場
で
詩
、
歌
、
声
、
律
、
舞
と
い
う
諸
文

芸を
以
て
「
神
と
人
と
の
和
」
を
図
り
、
頒
祖
詩
を
以
て
「
詩
言
志
」
の
理
念
を
唱
え
、
貴
族
子
弟
の
「
直
而
温
、
寛
而
栗
、
剛
而
無

虐
、
簡
而
無
傲
」
と
い
う
人
格
の
育
成
に
当
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　し
か
し
「
海
人
部
」
を
率
い
る
援
女
君
の
場
合
は
、
相
磯
禎
三
氏
が
「
宮
廷
の
祭
祀
を
司
る
な
ら
ば
、
お
の
ず
か
ら
海
人
部
の
民
も
召

　
　
　
　
（
注
三
十
一
）

さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
」
と
推
測
し
て
い
る
が
、
記
紀
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
史
書
に
は
、
援
女
君
が
「
神
紙
官
」
と
し
て
宮
廷
の
祭
祀

儀
礼を
司
る
よ
う
な
記
述
が
認
め
ら
れ
な
い
。
の
み
な
ら
ず
記
紀
に
登
場
す
る
援
女
君
が
率
い
る
「
海
人
部
」
の
語
り
伝
え
る
「
神
聖
な
　
　
　
一

『か
み
ご
と
』
（
神
言
）
『
か
む
が
た
り
』
（
神
語
）
」
の
歌
も
、
『
詩
経
』
の
「
頒
祖
詩
」
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
通
ひ
婚
に
お
け
る
男
　
　
1
2

女
掛け
合
い
の
恋
愛
歌
（
五
首
）
と
雄
略
天
皇
の
酒
宴
に
お
け
る
「
豊
楽
の
歌
」
（
三
首
）
で
あ
る
。
百
十
数
首
か
ら
な
る
記
紀
歌
謡
の
全
　
　
　
一

体
を
見
て
も
、
神
々
や
先
祖
及
び
大
君
の
功
徳
や
人
格
及
び
そ
の
成
し
遂
げ
た
偉
業
へ
の
称
賛
が
殆
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
記
紀

以降
の
『
万
葉
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
称
賛
歌
及
び
祭
祀
儀
礼
の
場
で
朗
詠
す
る
『
祝
詞
』
に
は
大
陸
文
化
の
投
影
が
認
め
ら
れ
る

が
、
そ
の
源
を
記
紀
歌
謡
に
追
遡
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。

　倉
林
正
次
氏
は
そ
の
力
作
『
饗
宴
の
研
究
』
（
儀
礼
篇
）
で
、
「
貞
観
儀
式
」
を
典
拠
と
し
、
「
延
喜
式
」
「
西
宮
記
」
「
北
山
抄
」
「
江
家

次
第
」
な
ど
を
補
助
資
料
と
し
て
、
宮
廷
儀
礼
の
構
造
に
つ
い
て
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
日
本
古
代
の
宮
廷
儀
礼
と
大
陸

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
わ
が
国
の
祭
祀
や
儀
式
が
、
大
陸
の
そ
れ
ら
と
深
い
関
係
を
も
つ
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
わ
が
国
の

制度
、
儀
式
の
制
定
確
立
に
あ
た
っ
て
、
大
陸
か
ら
の
深
い
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
ま
た
明
か
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
、
果
し
て

ど
こ
に
わ
が
固
有
の
古
習
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
疑
問
を
さ
し
は
さ
ま
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
、
先
進
国
の
文
化
の
上
に
あ
ぐ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
三
十
二
）

ら
を
か
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
日
本
古
代
の
宮
廷
儀
礼
は
、
そ
の
形
成
す
る
過
程
に
お
い
て

大
陸
文明
よ
り
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
た
。
例
え
ば
宮
廷
儀
礼
の
構
造
や
形
式
な
ど
は
、
倉
林
氏
が
考
察
し
た
よ
う
に
、
中
国
古
代
の

祭
祀
儀礼
、
と
り
わ
け
唐
の
宮
廷
儀
礼
を
吸
収
し
た
部
分
が
多
い
。
し
か
し
宮
廷
儀
礼
が
行
わ
れ
る
際
に
、
儀
礼
の
形
式
を
実
施
す
る
具

体的
な
内
容
、
い
わ
ば
儀
礼
の
中
身
は
中
国
の
そ
れ
と
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
「
儀
式
」
巻
第
三
に
記
載
さ
れ
て

い
る
大
嘗
祭
の
、

　
　
伴
佐伯
宿
禰
各
一
人
開
大
嘗
宮
南
門
。
衛
門
府
開
朝
堂
院
南
門
。
宮
内
官
人
率
吉
野
国
栖
十
二
人
。
楢
笛
工
十
二
人
並
着
青
摺
布
杉

　
　
入自
朝
堂
院
南
左
披
門
就
位
奏
古
風
。
悠
紀
国
司
率
歌
人
入
自
同
門
就
位
奏
国
風
。
伴
佐
伯
宿
禰
各
一
人
率
語
部
十
五
人
着
青
摺
杉

　
　
亦
入
就
位奏
古
詞
。
（
中
略
）
国
栖
奏
古
風
五
成
。
次
悠
紀
国
奏
国
風
四
成
。
次
語
部
奏
古
詞
。
次
隼
人
司
率
隼
人
等
。
従
興
礼
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
三
十
三
）

　
　参入
。
於
御
坐
所
屏
外
北
向
立
。
奏
風
俗
歌
舞
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

と
い
う
模
様
は
、
中
国
の
『
儀
礼
・
郷
飲
酒
礼
」
の
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3

　
　設席
干
堂
廉
、
東
上
（
略
）
楽
正
先
昇
、
立
干
西
階
東
。
工
入
、
昇
自
西
階
、
北
面
坐
。
（
略
）
工
歌
《
鹿
鳴
》
、
《
四
牡
》
、
《
皇
皇
　
　
　
一

　
　者
華
》
。
（
略
）
笙
入
堂
下
磐
南
、
北
面
立
、
楽
《
南
咳
》
、
《
白
華
》
、
《
華
黍
》
（
略
）
乃
間
歌
《
魚
麗
》
、
笙
《
由
庚
》
、
歌
《
南
有

　
　嘉
魚
》
、
笙
《
崇
丘
》
、
歌
《
南
山
有
台
》
、
笙
《
由
儀
》
。
乃
合
楽
周
南
《
関
雌
》
、
《
葛
草
》
、
《
巻
耳
》
、
召
南
《
鵠
巣
》
《
采
繁
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
三
十
四
）

　　
《
采
頻
》
。
工
告
干
楽
正
日
、
正
歌
備
。
楽
正
告
干
賓
、
乃
降
。

及
び

『
礼記
・
郷
飲
酒
義
』
中
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
．
一
．
十
五
）

　　
工
入
、
昇
歌
三
終
、
主
人
献
之
。
笙
入
三
終
、
主
人
献
之
。
聞
歌
三
終
、
合
楽
三
終
、
工
告
楽
備
。
遂
出
。

と
い
う
形
式
と
似
て
い
る
が
、
し
か
し
儀
式
に
奏
す
る
歌
舞
及
び
そ
の
歌
舞
が
持
つ
意
義
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
間
に
相
違
が
見
ら
れ

る
。
つ
ま
り
大
嘗
祭
で
奏
す
る
「
古
風
」
、
「
国
風
」
は
、
倉
林
正
次
氏
に
よ
る
と
「
国
風
の
ふ
り
は
鎮
魂
の
ふ
り
で
あ
り
、
そ
の
国
の
国

魂を
天
皇
に
鎮
魂
申
し
上
げ
る
歌
舞
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
風
の
歌
舞
は
、
悠
紀
・
主
基
両
斎
国
の
歌
舞
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な

『
書経
」
の
「
菱
」
と
『
古
事
記
』
の
「
援
女
」
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て



『
書経
』
の
「
菱
」
と
『
古
事
記
」
の
「
援
女
」
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て

か
っ

た
。
国
栖
舞
に
も
隼
人
舞
に
も
関
し
て
い
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
隼
人
舞
に
つ
い
て
は
『
奏
風
俗
歌
舞
』
と
み
え
、
『
北
山
抄
』
の

細
注
に
『
乃
進
楯
前
、
拍
手
歌
舞
云
々
』
と
あ
る
。
風
俗
歌
舞
は
く
に
ぶ
り
の
歌
舞
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
海
幸
山
幸
の
物
語
の
中
に
、

隼
人
舞
の
起
源
を
語
る
俳
優
の
は
な
し
は
、
そ
の
国
風
の
由
来
を
語
る
物
語
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
朝
廷
の
夜
昼
の
守
護
人
と
な
っ
て
、
警

躍
の
こ
と
に
仕
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
伴
や
物
部
が
禁
中
の
守
護
に
当
る
場
合
と
同
様
に
、
や
は
り
霊
を
司
る
部
曲
で
あ
っ
た
こ
と
を

意味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
西
国
を
代
表
す
る
強
大
な
部
族
で
あ
り
、
し
か
も
霊
に
か
か
わ
る
部
曲
で
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
大

嘗祭
に
も
参
入
し
、
そ
の
歌
舞
を
奏
上
し
た
の
で
あ
る
。
国
栖
の
奏
す
る
「
古
風
」
も
、
そ
れ
は
朝
廷
が
大
和
に
あ
っ
た
こ
ろ
か
ら
の
、

そ
の
地
方
に
お
け
る
古
い
国
ぶ
り
の
歌
舞
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
両
斎
国
の
歌
舞
を
は
じ
め
国
栖
・
隼
人
の
芸
能
も
実
は
国
ぶ
り
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
一
二
十
⊥
ハ
）

て
、
ひ
と
し
く
天
皇
に
服
従
を
誓
い
、
祝
福
申
し
上
げ
る
鎮
魂
歌
舞
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
」
。
氏
の
説
に
従
え
ば
、
「
古
風
」
も
「
国

風
」
も
民
間
に
行
わ
れ
た
祭
祀
活
動
に
起
源
す
る
鎮
魂
の
た
め
の
歌
舞
（
く
に
ぶ
り
）
に
な
る
が
、
し
か
し
歌
詞
は
不
明
で
あ
る
。
記
紀
　
　
　
一

に
は
「
古
風
」
「
国
風
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
な
歌
謡
が
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
「
語
部
奏
古
詞
」
の
「
古
詞
」
に
つ
い
て
は
、
倉
林
氏
　
　
1
4

も
説
明
し
て
い
な
い
。
も
し
「
古
詞
」
の
内
容
は
、
天
皇
へ
の
服
従
を
誓
い
、
祝
福
を
申
し
上
げ
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
記
　
　
　
一

紀
歌
謡
で
は
な
く
、
万
葉
の
挽
歌
や
称
賛
歌
に
当
た
る
も
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
し
か
し
「
挽
歌
」
や
「
称
賛
歌
」
を
「
古
詞
」
と
称
す
る

よ
う
な
記
録
が
見
当
た
ら
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
の
祭
祀
儀
礼
に
用
い
ら
れ
る
歌
舞
の
「
歌
」
は
、
『
儀
礼
』
や
『
礼
記
』
な
ど
の
書
物
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、

殆
ど
『
詩
経
』
の
詩
或
い
は
そ
の
逸
詩
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
郷
飲
酒
」
等
の
儀
礼
に
「
楽
歌
」
（
詩
）
を
用
い
る
意
義
及
び
そ
の
目
的
は

「郷
飲
酒
之
義
、
立
賓
以
象
天
、
立
主
以
象
地
、
設
介
撰
以
象
日
月
、
立
三
賓
以
象
三
光
。
古
之
制
礼
也
、
経
之
以
天
地
、
紀
之
以
日
月
、

　
　
　
　
　
　
　
（
注
三
十
七
）

参
之
以
三光
。
政
教
之
本
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
家
の
政
治
運
営
と
民
衆
の
教
化
に
あ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
祭
祀
儀
礼
に

奏す
る
「
楽
歌
」
も
当
然
、
娯
楽
の
た
め
で
は
な
く
、
政
教
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
『
礼
記
・
郊
特
牲
』
は
次
の
よ

う
に
強
調
し
て
い
る
。



　
　
賓
入
大
門
而
奏
騨夏
。
示
易
以
敬
也
。
卒
爵
而
楽
関
。
孔
子
屡
歎
之
。
萸
酬
而
工
昇
歌
。
発
徳
也
。
歌
者
在
上
、
鉋
竹
在
下
。
貴
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
三
十
八
）

　
　
声也
。
楽
由
陽
来
者
也
、
礼
由
陰
作
者
也
。
陰
陽
和
而
万
物
得
。

賓
客
（
諸
侯
）
が
廟
堂
の
門
を
入
る
と
「
騨
夏
」
の
曲
の
演
奏
が
始
ま
る
。
こ
の
曲
は
、
宴
礼
が
和
気
の
満
ち
た
中
に
厳
粛
な
気
分
の
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、
よ
く
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
賓
客
が
庭
上
に
至
り
、
天
子
か
ら
酒
杯
を
頂
い
て
飲
み
、
返
杯
を
さ
し
あ
げ

る
と
こ
ろ
で
終
わ
る
。
孔
子
は
「
こ
の
儀
礼
は
実
に
よ
く
作
ら
れ
て
い
る
」
と
感
嘆
し
て
い
る
。
天
子
は
さ
ら
に
賓
客
に
酒
を
進
め
、
賓

客
が頂
い
て
こ
れ
を
定
め
の
位
置
に
置
く
と
、
楽
人
が
堂
に
あ
が
っ
て
歌
う
が
、
そ
の
内
容
は
賓
客
の
功
徳
を
発
揚
す
る
主
旨
の
も
の
で

あ
る
。
そ
の
あ
と
、
堂
上
に
は
歌
う
人
た
ち
が
お
り
、
堂
下
に
は
笛
を
吹
く
人
た
ち
が
お
っ
て
、
饗
宴
に
伴
奏
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は

人
の

声を
尊
ん
で
の
こ
と
で
あ
る
。
一
般
に
音
楽
は
陽
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
礼
儀
は
陰
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
礼

と
楽
と
が
相
伴
う
の
は
、
陰
陽
が
和
合
し
て
万
物
み
な
安
泰
を
得
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　饗
宴
儀
礼
の
場
で
、
賓
客
（
諸
侯
）
功
徳
発
揚
の
詩
楽
を
歌
い
音
楽
を
演
奏
す
る
こ
と
を
陰
陽
思
想
と
結
び
付
き
、
礼
楽
を
以
て
政
治
　
　
1
5

の安
定
と
万
物
の
繁
栄
を
促
す
。
こ
の
よ
う
な
詩
楽
に
道
教
的
、
政
治
的
意
味
合
い
を
持
た
せ
る
と
こ
ろ
は
、
極
め
て
中
国
的
で
あ
る
。
　
　
　
「

こ
れ
が
ま
た
後
の
『
詩
経
』
の
詩
を
政
治
的
倫
理
的
に
解
釈
す
る
こ
と
に
直
結
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　し
か
し
、
日
本
の
祭
祀
儀
礼
の
場
で
奏
す
る
歌
舞
は
、
前
述
の
よ
う
に
原
始
的
鎮
魂
の
色
彩
が
濃
く
、
し
か
も
地
方
の
民
間
に
伝
わ
る

風俗
歌
舞
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
風
俗
歌
舞
は
「
天
皇
に
服
従
を
誓
い
、
祝
福
申
し
上
げ
る
鎮
魂
歌
舞
で
あ
っ
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
説
明
は
あ
く
ま
で
後
世
の
人
が
大
嘗
祭
の
性
質
か
ら
推
断
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
風
俗
歌
舞
そ
の
も
の
に
は
、
本
来
そ
の
よ
う

な
政
治
的
性
質
を
持
っ
た
か
ど
う
か
は
、
甚
だ
し
く
疑
問
に
値
す
る
。
そ
し
て
儀
礼
の
場
で
「
語
部
が
奏
す
る
古
詞
」
の
「
古
詞
」
に

は
、
中
国
の
「
頒
祖
詩
」
の
よ
う
に
天
神
地
祇
・
先
祖
先
王
及
び
諸
侯
の
功
徳
を
称
賛
す
る
内
容
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
確
認
で
き
る
記
紀
の
「
天
語
歌
」
「
神
語
歌
」
に
は
、
そ
う
い
っ
た
内
容
が
認
め
ら
れ
な
い
。
か
り
に
「
神
語
歌
」
「
天
語

歌
」
中
の
三
重
・
、
若
日
下
部
王
、
雄
略
天
皇
の
「
曲
豆
楽
の
歌
」
は
、
新
殿
落
成
の
祝
賀
や
酒
の
奉
り
の
要
素
が
あ
っ
て
、
中
国
の
「
郷

『
書経
』
の
「
愛
」
と
『
古
事
記
」
の
「
援
女
」
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て



『書
経
」
の
「
愛
」
と
『
古
事
記
』
の
「
援
女
」
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て

飲酒
」
と
部
分
的
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
し
て
も
、
歌
の
性
質
は
や
は
り
鎮
魂
の
た
め
の
も
の
で
、
そ
の
内
容
に
は
天
皇
権
威
の
誇

示
が
あ
っ
て
も
、
天
皇
の
功
徳
及
び
そ
の
成
し
遂
げ
た
偉
業
へ
の
具
体
的
な
称
賛
が
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
し
て
八
千
矛
と
沼
河
比
売
と
の

婚
ひ

の

歌
及び
須
勢
理
毘
売
と
の
間
に
交
わ
し
た
贈
答
歌
は
、
中
国
に
し
て
み
れ
ば
、
到
底
祭
祀
儀
礼
歌
の
部
類
に
は
入
れ
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
従
っ
て
、
実
生
活
を
基
に
し
た
記
紀
の
「
天
語
歌
」
「
神
語
歌
」
と
政
治
理
念
を
先
行
す
る
中
国
古
代
の
「
頒
祖
詩
」
と
の

相
違
は
、
「
愛
」
と
「
援
女
」
の
性
質
に
対
す
る
分
析
か
ら
も
伺
え
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
う
。

（注
一
）
『
書
経
・
尭
典
』
新
釈
漢
文
大
系
2
5
・
明
治
書
院

（
注
二
）
「
書
経
・
皐
陶
誤
』
新
釈
漢
文
大
系
2
5
・
明
治
書
院

（
注
三
）
「
東
海
中
有
流
波
山
、
入
海
七
千
里
。
其
上
有
獣
、
状
如
牛
、
蒼
身
無
角
、
一
足
、
出
入
水
則
必
風
雨
。
其
光
如
日
月
、
其
声
如
雷
、
其

　　
名
憂
・
」
（
『
山
海
経
夫
荒
東
経
」
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　酷魏毒
麓
篭
攣
㍊
』
《
南
風
》
、
菱
始
制
楽
、
以
賞
諸
侯
」
（
『
礼
記
・
楽
記
第
十
九
新
釈
漢
文
大
系
3
3
・
明
治
書
院
』
新
釈
漢
文
大
系
聡
．
明
治
、
．
院
）
　
ゴ

（注六
）
王
国
維
著
『
観
堂
集
林
・
般
ト
辞
中
所
見
先
公
先
王
考
』
中
華
書
局
・
一
九
五
九
年

（注七
）
丁
山
著
『
中
国
古
代
宗
教
與
神
話
考
」
上
海
文
芸
出
版
社
・
一
九
八
八
年

（注八
）
『
禮
記
正
義
』
（
鄭
玄
注
・
孔
頴
達
疏
）
中
華
書
局
・
一
九
五
七
年

（
注九
）
同
注
七

（注十
）
『
釈
名
・
釈
言
語
』
台
湾
商
務
印
書
館
・
一
九
六
六
年

（注十
一
）
『
周
禮
正
義
」
十
三
経
注
疏
・
中
華
書
局
・
一
九
八
七
年

（注十
二
）
三
隅
治
雄
著
『
芸
能
史
の
民
俗
的
研
究
』
東
京
堂
・
昭
和
五
十
一
年

（注十
三
）
次
田
潤
著
『
古
事
記
新
講
』
明
治
書
院
・
昭
和
八
年

（注
十四
）
井
手
至
著
「
記
紀
の
神
話
に
お
け
る
猿
田
彦
神
」
『
人
文
研
究
」
1
9
1
9
、
昭
四
十
三
年

（注十
五
）
松
村
武
雄
著
『
日
本
神
話
の
研
究
』
3
・
培
風
館
・
昭
和
三
十
年



（注十
六
）
松
前
健
著
『
日
本
神
話
の
新
研
究
」
南
雲
堂
桜
楓
社
・
昭
和
三
十
五
年

（注
十
七
）
川
副
武
胤
著
『
古
事
記
の
研
究
』
至
文
堂
・
昭
和
四
十
二
年

（注十
八
）
三
品
彰
英
著
『
建
国
神
話
の
諸
問
題
』
平
凡
社
・
昭
和
四
十
六
年

（注
十九
）
西
郷
信
綱
著
「
稗
田
阿
礼
」
『
歴
史
と
人
物
」
昭
和
四
七
・
十
一

（注
二
十
）
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
・
上
』
（
岩
波
書
店
）
補
注
2
ー
二
二

（注
二十
一
）
相
磯
禎
三
著
『
記
紀
歌
謡
全
注
釈
』
有
精
堂
・
昭
和
三
十
七
年

（注
二十
二
）
同
注
二
十
一

（注
二十
三
）
『
呂
氏
春
秋
・
古
楽
』
中
華
書
局
・
一
九
九
一
年

（注
二十
四
）
『
国
語
・
楚
語
下
』
新
釈
漢
文
大
系
6
7
・
明
治
書
院

（注
二
十
五
）
『
国
語
・
魯
語
上
』
新
釈
漢
文
大
系
6
6
・
明
治
書
院

（
注

二十
六
）
『
礼
記
・
楽
記
第
十
九
」
新
釈
漢
文
大
系
2
8
・
明
治
書
院

（注
二十
七
）
同
注
二
十
五
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1

（注
二十
八
）
『
周
禮
』
「
春
官
・
大
司
楽
」
上
海
書
店
・
一
九
八
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（注

二十
九
）
同
注
二
十
一

（注
三
十
）
『
呉
越
民
間
信
仰
民
俗
』
上
海
文
芸
出
版
社
一
九
九
二
年

（注
三十
一
）
同
注
二
十
一

（
注
三十
二
）
倉
林
正
次
著
『
饗
宴
の
研
究
』
（
儀
礼
篇
）
桜
楓
社
・
昭
和
四
十
年

（注
三
十
三
）
「
儀
式
」
巻
第
三
『
延
喜
式
』
国
史
大
系
・
吉
川
弘
文
館

（注
三
十四
）
『
儀
礼
』
「
郷
飲
酒
礼
」
台
湾
商
務
印
書
館
・
一
九
六
六
年

（注
三十
五
）
『
礼
記
・
郷
飲
酒
義
第
四
十
五
』
新
釈
漢
文
大
系
2
9
・
明
治
書
院

（注
三十
六
）
同
注
三
十
二

（注

三十
七
）
同
注
三
十
五

（注
三十
八
）
「
礼
記
・
郊
特
牲
第
十
一
』
新
釈
漢
文
大
系
2
8
・
明
治
書
院

『
書経
』
の
「
菱
」
と
『
古
事
記
」
の
「
援
女
」
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て


